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政
府
は
１０
月
７
日
、
事
実
上
の

国
と
地
方
の
協
議
の
場
を
総
理
官

邸
で
開
い
た
。
協
議
に
は
地
方
側

と
し
て
、
本
会
か
ら
五
本
幸
正
会

長
（
富
山
市
議
会
議
長
）
ら
地
方

六
団
体
の
代
表
が
出
席
。
国
側
と

し
て
は
菅
総
理
の
ほ
か
、
仙
谷
官

房
長
官
、
片
山
総
務
・
内
閣
府
特

命
担
当
相
（
地
域
主
権
推
進
）
、

野
田
財
務
相
、
玄
葉
国
家
戦
略
担

当
相
、
蓮
舫
内
閣
府
特
命
担
当
相

（
行
政
刷
新
）
が
出
席
し
、
「
地

域
主
権
改
革
」
な
ど
を
議
論
し
た
。

菅
総
理
は
、
冒
頭
あ
い
さ
つ
�

要
旨
を
後
掲
�
で
「
補
完
性
の
原

理
に
基
づ
く
地
域
主
権
改
革
の
推

進
が
不
可
欠
」
と
明
言
。
改
革
を

進
め
る
た
め
、
六
団
体
と
緊
密
に

連
携
を
と
っ
て
い
く
姿
勢
を
示
し

た
。
ま
た
、
地
方
側
か
ら
は
「
今

後
の
地
域
主
権
改
革
の
推
進
等
に

つ
い
て
」�
左
掲
�
を
提
出
し
た
。

菅
内
閣
総
理
大
臣
の
冒
頭
あ
い
さ
つ
要
旨

地
域
主
権
改
革
は
、
住
民
参
加
に
よ
る

行
政
や
地
域
社
会
を
実
現
す
る
も
の
で
あ

り
、
市
民
主
体
の
、
ま
た
、
地
域
主
体
の

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
補
完
性
の

原
理
に
基
づ
く
地
域
主
権
改
革
の
推
進
が

不
可
欠
。
こ
の
改
革
は
、
国
の
形
を
根
本

か
ら
見
直
す
重
要
な
も
の
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

地
域
主
体
の
新
し
い
国
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
引
き
続
き
（
地
方
六
団
体
の
）

皆
様
と
も
緊
密
に
連
携
を
と
っ
て
い
き
た

い
。

菅
総
理
ら
が
六
団
体
代
表
と
協
議

（
写
真
提
供
�
内
閣
広
報
室
）

地方六団体提出資料

今後の地域主権改革の推進等について（意見）
今後の地域主権改革及び当面する地方行財政上の課題について、

地方六団体として次のとおり意見を提出する。
１ 地域主権関連３法案の今臨時国会における成立
・ 政策・制度の立案や見直しに当たり、地域の実情を踏まえた地
方からの提案等を法律上保障する「国と地方の協議の場に関する
法律案」など地域主権関連３法案は、今後の地方自治の進展に不
可欠なものである。継続審議となっているこれら３法案を、今臨
時国会において一刻も早く成立させること。

２ 経済対策の早期実施
・ 地方における生産拠点の海外移転と雇用の喪失をもたらす円高
を是正するため、強力な金融・経済政策を講じること。

・ デフレから一刻も早く脱却し、景気回復を確固たるものとする
ため、補正予算の編成を含む地域経済対策を早急に講じること。

・ 地方自治体が雇用対策及び新成長戦略を推進し、子育て・福祉
・医療・介護施策、公共投資などの事業を円滑に実施できるよう、
地域の実情に応じて現場の創意工夫を発揮できる交付金を創設す
ること。

３ ひも付き補助金の一括交付金化
・ 一括交付金化の目的は、地方の自由裁量の拡大・実質的な地方
の自主財源への転換であることを明確にすること。この観点から、
自由裁量拡大に寄与しない義務的な補助金等は一括交付金の対象
としないこと。

・ 一括交付金の総額については、対象となる現行の補助金等の額
と同額以上とし、継続事業や団体間・年度間の変動、財政力の弱
い団体に配慮するなど、個々の団体においても事業実施に十分な
財源を確保すること。

４ 国の出先機関の原則廃止
・ 本年８月末に各府省が行った出先機関の自己仕分けで、地方に
移譲するとしたものは、条件付きも含め１割程度にとどまってお
り、極めて不十分である。

・ 「補完性の原理」に基づき国と地方の役割分担を明確にし、ハ
ローワークなど地方でできることは全て地方に移管するという方
針の下、政治主導で断固として取り組むこと。

５ 地方税制改正
・ 今後、確実に増嵩が見込まれる医療、福祉等の社会保障や教育、
消防など住民生活に必須の行政サービスを安定的に提供していく
ため、地方消費税の充実・引上げ等を通じ、税収が安定的で税源
の偏在性が少ない地方税体系を構築すること。

・ 地方自治体が果たしている地球温暖化対策での役割を十分に踏
まえ、地方環境税等一定の税財源措置を創設すること。

６ 地方財政対策
・ 高齢化の進行に伴い、地方の社会保障関係費は今後毎年約７千
億から８千億円程度増加することが見込まれる。増嵩する地方の
財政需要を地方財政計画に適切に積み上げ、三位一体改革の際大
幅に削減された地方交付税を復元・増額し、財源調整・保障機能
を強化すること。

・ 交付税率の引き上げ等による交付税原資の充実を図るととも
に、地方交付税を国の特別会計へ直接繰り入れる「地方共有税」
とすることにより、地方固有の共有財源であることを明確にし、
地方財政の安定的な運営を確保すること。

７ 子ども手当の全額国費負担
・ 保育所のようなサービス給付は地方に委ね、地域の実態に応じ
地方自治体が創意工夫を発揮できる制度とする一方、子ども手当
のような全国一律の現金給付は国が担当し全額負担すること。

８ 義務付け・枠付けの見直し
・ 地域主権推進一括法案などでその約３分の２が先送りとなった
「地方要望分」１０４条項や第２次見直し分で勧告どおりの見直し
となっていない条項について更なる見直しに取り組むとともに、
第２次勧告で示されたもののうち未だ見直しの対象とされていな
い約３，０００条項について、地方の意見を踏まえ、具体的な工程表
を作成して見直しに取り組むこと。

９ 基礎自治体への権限移譲
・ 基礎自治体への権限移譲については未だ不十分であり、早期に
具体的工程を明らかにして更なる権限移譲を推進するとともに、
権限移譲に伴う財源の移譲についても一体的な見直しに取り組む
こと。

１０ 地方自治法の抜本見直し
・ 日本国憲法が定める二元代表制は、住民の直接公選で選ばれる
首長と議会の均衡と相互牽制により公正な行政運営を行おうとす
るものであり、住民の間にも広く定着していることから、見直し
に当たってはこの枠組みを前提とすること。

１１ 直轄事業負担金の廃止
・ 平成２５年度までの早い時期の負担金制度の廃止に向け、廃止時
期を明確にし、具体的な手順等を盛り込んだ工程表を作成して、
着実に取り組むこと。

平成２２年１０月７日 地方六団体

総
務
省
は
１０
月
１５
日
、

東
京
・
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で

「
平
成
２２
年
度
都
道
府
県

議
会
議
員
及
び
市
区
町
村

議
会
議
員
総
務
大
臣
感
謝

状
贈
呈
式
」
を
行
っ
た
。

２２
年
度
は
、
都
道
府
県

議
会
議
員
の
７
人
、
市
区

議
会
議
員
の
１
２
０
人
、

町
村
議
会
議
員
の
７５
人
に

対
し
、
総
務
大
臣
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
。
本
会
会
長

の
五
本
幸
正
・
富
山
市
議

会
議
長
も
来
賓
と
し
て
参

列
す
る
な
か
、
市
区
議
会

議
員
を
代
表
し
、
島
田
幸

雄
・
港
区
議
会
議
員
が
感

謝
状
を
受
領
し
た
�
市
区

議
会
議
員
の
受
賞
者
名
一

覧
に
つ
い
て
は
４
面
に
掲

載
。贈

呈
式
で
は
、
片
山
善

博
・
総
務
大
臣
の
代
理
と

し
て
出
席
し
た
鈴
木
克
昌

・
総
務
副
大
臣
が
式
辞
を

述
べ
た
ほ
か
、
原
口
一
博

・
衆
議
院
総
務
委
員
長
、

那
谷
屋
正
義
・
参
議
院
総

務
委
員
長
ら
が
受
賞
者
に

対
し
、
来
賓
と
し
て
祝
辞

を
述
べ
た
。

ま
た
、
贈
呈
式
で
は
、

横
路
孝
弘
・
衆
議
院
議
長
、

西
岡
武
夫
・
参
議
院
議
長

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
祝
電
が

披
露
さ
れ
、
栄
え
あ
る
受

賞
を
祝
福
し
た
。

こ
の
感
謝
状
は
、
地
方

議
会
議
員
と
し
て
３５
年
以

上
在
職
し
、
地
方
自
治
の

発
展
に
顕
著
な
功
労
が
あ

っ
た
者
へ
総
務
相
か
ら
贈

呈
さ
れ
る
。
昭
和
６１
年
度

に
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

総務大臣から

市市区区議議１１２２００人人にに感感謝謝状状

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1776号１０月２５日平成22年
（2010年）

国
と
地
方
の

協
議
を
開
催

地方六団体代表が出席

地地
域域
主主
権権
改改
革革
でで
意意
見見

（１） 平成２２年１０月２５日 第１７７６号
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はは
じじ
めめ
にに

地
域
に
住
民
が
暮
ら
す
た
め
に

は
、
道
路
や
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
等

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
で
す
。

し
か
し
現
在
、
住
民
一
人
ひ
と
り

の
命
の
安
全
を
守
る
医
療
が
全
国

で
崩
壊
し
は
じ
め
て
い
ま
す
。

果
た
し
て
医
療
崩
壊
は
地
方
だ

け
の
問
題
な
の
で
し
ょ
う
か
。
実

は
日
本
の
首
都
東
京
で
も
、
一
昨

年
前
に
は
墨
東
病
院
の
Ｅ
Ｒ
で
産

科
救
急
の
破
綻
が
白
日
の
元
に
さ

ら
さ
れ
、
昨
年
は
愛
育
病
院
、
都

立
広
尾
病
院
で
、
医
師
の
労
基
法

違
反
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
再
生
の
た
め
に
は
、
地
域

で
活
躍
す
る
政
治
家
の
皆
さ
ん

が
、
医
療
崩
壊
の
深
層
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
最
低
条
件
で
す
。
日

本
の
医
療
崩
壊
の
根
本
原
因
を
、

現
場
の
医
師
の
立
場
か
ら
で
き
る

だ
け
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
地
域
の
医

療
再
生
に
少
し
で
も
お
役
に
た
つ

こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

適適
切切
なな
政政
策策
のの
たた
めめ
にに
はは

正正
しし
いい
情情
報報
がが
不不
可可
欠欠

今
年
の
１０
月
１
日
か
ら
タ
バ
コ

料
金
が
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
未
だ
世
界
的
に
見
る
と
日

本
の
タ
バ
コ
１
箱
の
値
段
は
決
し

て
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
他
の

先
進
国
で
は
タ
バ
コ
価
格
を
８
０

０
〜
１
０
０
０
円
等
と
高
く
設
定

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
タ
バ
コ
が
人
命
に
も
た
ら
す
被

害
を
直
視
し
た
結
果
で
す
。

表
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
い
か

が
で
し
ょ
う
。
一
生
の
う
ち
に
、

喫
煙
に
起
因
す
る
疾
病
が
原
因
で

死
亡
す
る
人
数
は
、
能
動
喫
煙
者

で
１０
万
人
当
た
り
３
万
７
５
０
０

人
か
ら
５
万
人
、
家
庭
内
の
受
動

喫
煙
は
５
０
０
０
人
で
、
喫
煙
に

よ
る
死
亡
が
他
を
凌
駕
し
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

さ
ら
に
驚
く
こ
と
に
、
日
本
は

死
亡
者
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対

策
費
に
、
年
間
１
３
２
億
円
の
予

算
が
投
入
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

種
々
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
、
税
金

の
使
い
途
を
決
め
な
け
れ
ば
、
お

金
（
税
負
担
）
は
い
く
ら
あ
っ
て

も
足
り
な
い
こ
と
が
容
易
に
想
像

さ
れ
ま
す
。

日
本
の
医
療
崩
壊
の
根
本
原
因

に
は
政
府
が
永
年
堅
持
し
て
き
た

低
医
療
費
政
策
（≒

医
療
費
亡
国

論
）
と
医
師
養
成
抑
制
等
に
よ
る

医
師
を
初
め
と
し
た
医
療
者
の
絶

対
数
不
足
が
あ
る
の
で
す
。
し
か

し
医
療
崩
壊
の
深
層
を
知
ら
な
い

た
め
に
、
赤
字
を
理
由
に
公
的
病

院
潰
し
が
行
わ
れ
た
り
、
そ
の
一

方
、
豪
華
な
病
院
を
建
て
れ
ば
医

師
が
集
ま
る
、
と
考
え
て
税
金
が

投
入
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
の

で
す
。

「「
医医
師師
不不
足足
」」原原
因因
はは
偏偏
在在
とと

いい
うう
説説
明明
にに
惑惑
わわ
ささ
れれ
るる
なな

皆
さ
ん
の
地
域
の
医
療
機
関
に

は
医
師
は
充
足
し
て
い
ま
す
か
。

現
在
、
全
国
各
地
の
医
療
機
関
が

医
師
不
足
で
四
苦
八
苦
し
て
い
ま

す
。
今
年
の
１０
月
に
厚
生
労
働
省

が
必
要
医
師
数
実
態
調
査
の
結
果

を
発
表
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ

れ
ば
日
本
の
医
師
は
２
・
４
万
人

不
足
し
地
域
に
よ
る
偏
在
が
問
題

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
日
本
の

医
師
は
毎
年
約
４
０
０
０
人
増
加

し
て
い
ま
す
か
ら
、
今
回
の
調
査

が
正
し
け
れ
ば
６
年
後
に
は
、
日

本
の
医
師
不
足
は
解
消
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
…
…
。

日
本
の
医
師
総
数
は
約
２７
・
５

万
人
で
す
が
、
ま
ず
日
本
で
は
医

師
数
に
高
齢
医
師
や
産
休
中
の
医

師
ま
で
カ
ウ
ン
ト
し
、
実
働
数
と

い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
水
増
し

さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
が
あ
り
ま

す
。高

齢
者
ま
で
入
れ
て
も
日
本
の

医
師
数
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健

機
構
）
加
盟
国
で
も
６３
位
で
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
人
口
当
た
り
医

師
数
で
も
最
下
位
ク
ラ
ス
で
す

（
表
２
）
。
も
し
日
本
の
医
師
が

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
並
み
に
い
た
ら
と

（
３
面
へ
続
く
）

本
紙
で
は
こ
の
た
び
、
埼
玉
県
済
生
会
栗
橋
病
院
副
院
長
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
医
療
制
度
研
究
会
副
理
事
長
で
も
あ
る
本
田
宏
氏
か
ら
、
止

ま
ら
な
い
地
域
医
療
の
崩
壊
の
根
本
原
因
な
ど
を
探
る
べ
く
、
現
場

の
医
者
の
立
場
か
ら
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
号
か
ら
数
回

に
わ
た
り
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
本
田
副
院
長
に
は
、
昨
年
１０
月
に

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議
会
協
議
会
が
開
催
し
た
「
地
域
医
療

政
策
セ
ミ
ナ
ー
」
で
も
講
演
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

〈表１〉 日本人の人口１０万人当たりの生涯リスク
（一生のうちにそれが原因で死亡する推定人数。『週刊東洋経済』２００７年
３月２４日号より引用）

日本の主な対策

未成年者喫煙防止法以外は自
由

罰則のない健康増進法など。
厚労省受動喫煙対策費４１００万
円（２００６年度）
罰則のある道路交通法など。
陸上交通安全対策費１兆７３５１
億円（２００７年度予算）
罰則のある東京都条例。東京
都ディーゼル車対策費２９億円
（２００６年度）
罰則のあるゴミ焼却施設への
排ガス規制や環境基準値設置
など。国の対策費１７９億円（２
００６年度、焼却設備購入など
除く）
罰則のある自動車Ｎｏｘ・Ｐ
Ｍ法など。国のディーゼル車
対策費数億円（２００６年度）
全面使用禁止、除去時などの
環境基準値、救済新法など。
国のアスベスト対策費９８億円
（２００７年度予算）
罰則のある食肉検査、飼料規
制、牛肉輸入規制など。国の
対策費１３２億円（２００５年度）

（※注）推定値を含む
（出所）厚生労働省、農林水産省、警察庁、松崎道幸（深川市立病院内

科医長）、英『ＢＭＪ』誌

１０万人当たり
の死亡者数

３万７５００
～５万人

５０００人

４８０人

３００人

９１人

３０人

１０人

ほぼゼロ人

原因

能動喫煙（喫煙に起
因する疾病などでの
早世）

受動喫煙（家庭内）

自動車の交通事故

ディーゼル排ガス
（東京都心に住み死
因が肺癌の場合）

ダイオキシン（癌死
の場合）

ディーゼル排ガス
（地方都市に住み死
因が肺癌の場合）

アスベスト（アスベ
スト使用住宅に住み
続け癌死）

ＢＳＥ（牛海綿状脳
症）

地地
域域
医医
療療
崩崩
壊壊
のの
深深
層層
とと
再再
生生
へへ
のの
処処
方方
箋箋

〈１〉

埼
玉
県
済
生
会
栗
橋
病
院
副
院
長

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
制
度
研
究
会
副
理
事
長

本
田

宏
氏

第１７７６号 平成２２年１０月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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考
え
て
試
算
す
る
と
４０
万
人
必
要

で
、
４０
万
人
引
く
２７
・
５
万
人
は

１２
・
５
万
人
で
す
か
ら
、
日
本
の

医
師
数
は
「
１２
・
５
万
人
も
不

足
」
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。日

本
は
世
界
の
経
済
大
国
で
、

世
界
一
の
高
齢
化
社
会
、
さ
ら
に

目
前
に
団
塊
の
世
代
の
高
齢
化
に

よ
っ
て
未
曾
有
の
高
齢
化
社
会
を

迎
え
、
医
療
需
要
が
爆
発
的
に
増

え
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
今
回
発
表
さ
れ
た
監

督
官
庁
調
査
で
は
、「
１２
・
５
万
人

不
足
」
の
医
師
数
を「
２
・
４
万
人

不
足
」
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
日
本
の
現
状
で
す
。
今
の

ま
ま
で
は
い
つ
ま
で
待
っ
て
も
皆

さ
ん
の
地
域
の
病
院
に
医
師
が
充

足
す
る
可
能
性
が
低
い
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

なな
ぜぜ
日日
本本
はは
医医
師師
をを

抑抑
制制
しし
たた
のの
かか

そ
れ
で
は
な
ぜ
日
本
の
医
師
は

世
界
と
比
較
し
て
極
端
に
不
足
し

た
の
で
し
ょ
う
。
歴
史
を
振
り
返

る
と
１
９
８
２
年
の
土
光
臨
調
が

そ
の
引
き
金
を
引
い
て
い
た
よ
う

で
す
。
臨
調
答
申
で
「
国
鉄
・
米

・
健
康
保
険
」
が
日
本
経
済
発
展

の
足
を
引
っ
張
る
問
題
点
と
指
摘

さ
れ
た
の
で
す
。
翌
１
９
８
３
年

に
臨
調
答
申
を
受
け
た
厚
生
省
保

険
局
長
が
、
自
身
の
論
文
で
「
医

療
費
亡
国
論
」
と
表
現
し
て
、
医

療
に
金
を
か
け
る
こ
と
は
日
本
の

衰
退
に
つ
な
が
る
と
追
認
し
、
そ

の
後
医
療
費
抑
制
、
医
学
部
定
員

削
減
が
断
行
継
続
さ
れ
ま
し
た

（
表
３
）
。

さ
て
、
医
療
費
亡
国
論
に
つ
い

て
で
す
が
、
１
９
８
３
年
当
時
の

世
界
で
は
、
医
師
増
員
と
医
療
費

増
が
密
接
に
関
係
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後

の
研
究
で
、
医
療
費
増
に
強
く
関

係
す
る
の
は
、
医
師
数
で
な
く
、

新
し
い
診
断
機
器
や
薬
剤
導
入
の

方
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
世
界
は
医
師

を
増
員
し
た
の
に
、
日
本
だ
け
は

医
師
抑
制
方
針
を
見
直
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
結
果
が
現
在
の
全

国
各
地
の
医
師
不
足
な
の
で
す
。

先先
進進
国国
最最
低低
のの
日日
本本
のの
医医
療療
費費

表
４
は
先
進
各
国
の
高
齢
化
率

と
医
療
費
の
関
係
で
す
。
世
界
は

高
齢
化
に
と
も
な
い
、
医
療
費
を

増
大
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

で
す
。
し
か
し
日
本
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
先
進
国
最
高
の
高
齢
化

率
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
療
費
は

見
事
に
抑
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
泉
内
閣
当
時
、
医
療
費
の
自

然
増
１
兆
１
０
０
０
億
円
、
毎
年

２
２
０
０
億
円
ず
つ
５
年
間
削
減

し
た
こ
と
を
ご
記
憶
で
し
ょ
う

か
。
世
界
的
に
見
て
、
こ
れ
だ
け

医
療
費
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
事
実

を
ご
覧
に
な
れ
ば
、
な
ぜ
皆
さ
ん

の
地
域
の
病
院
が
赤
字
な
の
か
、

そ
れ
が
構
造
的
問
題
で
あ
る
こ
と

が
想
像
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

（
次
回
掲
載
は
第
１
７
７
８
号
）

（
２
面
か
ら
の
続
き
）

〈表３〉医師数は世界（ＯＥＣＤ）に比べ少なく、その差が拡大

〈表４〉高齢化とともに高まる医療費（１９６０年～最新年）

〈表２〉人口１，０００人当たり医師数

（３） 平成２２年１０月２５日 第１７７６号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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行行
事事
予予
定定

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
西
條
正
道
・

徳
島
市
議
会
議
長
）
は
１０
月
１４

日
、
東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館

で
「
地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
同
協
議
会
加

盟
市
の
議
長
、
副
議
長
、
自
治
体

病
院
関
係
者
ら
約
３
０
０
人
が
参

加
。
講
師
に
は
、
総
務
省
自
治
財

政
局
地
域
企
業
経
営
企
画
室
の
辻

井
宏
文
・
課
長
補
佐
、
Ｊ
Ａ
厚
生

連
・
佐
久
総
合
病
院
地
域
医
療
部

の
色
平
哲
郎
・
医
師
が
登
壇
し
、

講
演
を
通
じ
地
域
医
療
が
抱
え
る

問
題
解
決
へ
の
糸
口
を
探
っ
た
。

辻
井
課
長
補
佐
の
演
題
は
「
自

治
体
病
院
事
業
の
現
状
と
課
題
」。

介
護
関
連
施
設
を
隣
接
さ
せ
、
医

療
と
介
護
が
補
完
し
あ
う
地
域
包

括
ケ
ア
の
提
供
の
実
施
、
土
曜
診

療
の
実
施
な
ど
、
経
営
改
善
に
成

功
し
た
公
立
病
院
の
特
徴
は
、
住

民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
う
え
で
、

医
療
体
制
を
対
応
さ
せ
て
い
る
点

が
挙
げ
ら
れ
る
と
説
明
し
た
。

色
平
医
師
は
「
金
持
ち
よ
り
も

心
持
ち
」
と
題
し
、
村
（
地
域
）

の
医
療
に
は
、
村
（
地
域
）
の
暮

ら
し
を
知
る
こ
と
が
大
切
だ
と
指

摘
。
ま
た
、
今
後
の
日
本
の
将
来

像
に
つ
い
て
は
、
介
護
分
野
が
産

業
政
策
の
基
盤
に
な
る
だ
ろ
う
と

解
説
し
た
。

受
賞
者
の
所
属
議
会
と
氏
名
は

次
の
と
お
り
（
総
務
省
発
表
名
簿

順
、
敬
称
略
）
。

▽
札
幌
�
湊
谷
隆
▽
網
走
�
奥
出

宣
勝
▽
江
別
�
五
十
嵐
忠
男
▽

士
別
�
斉
藤
昇
▽
滝
川
�
井
上
正

雄
▽
五
所
川
原
�
�
西
収
三
▽
む

つ
�
工
藤
孝
夫
▽
奥
州
�
及
川
善

男
▽
仙
台
�
大
泉
鐵
之
助
▽
塩
竈

�
小
野
絹
子
▽
男
鹿
�
杉
本
博

治
、
佐
藤
巳
次
郎
▽
山
形
�
�
橋

嘉
一
郎
▽
新
潟
�
渋
谷
明
治
▽
新

発
田
�
五
十
嵐
孝
▽
見
附
�
野
本

千
晴
▽
村
上
�
佐
藤
宮
吉
▽
燕
�

本
多
了
一
▽
五
泉
�
小
林
幸
吉
▽

金
沢
�
升
き
よ
み
▽
勝
山
�
�
田

與
三
次
郎
▽
あ
わ
ら
�
杉
田
剛

▽
中
野
（
長
野
）�
荻
原
勉
▽
小
平

�
鴨
打
喜
久
男
▽
東
村
山
�
田
中

富
造
▽
国
分
寺
�
釜
我
健

二
▽
千
代
田
�
中
村
恒
雄

▽
中
央
�
守
本
利
雄
▽
港

�
島
田
幸
雄
、
渡
邊
專
太

郎
▽
台
東
�
木
村
肇
▽
墨

田
�
西

恭

三

郎
▽
中

野

（
東
京
）�
江
口
濟
三
郎
▽
豊
島
�

河
野
多
惠
子
▽
北
�
中
川
大
一
、

八
百
川
孝
、
齋
藤
千
春
▽
板
橋
�

木
下
達
雄
、
末
吉
不
二
夫
▽
足
立

�
長
塩
英
治
▽
横
須
賀
�
竹
折
輝

�
、
若
山
豊
▽
大
和
�
窪
純
▽
伊

勢
原
�
石
井
誠
一
▽
高
萩
�
矢
代

洋
三
▽
鹿
嶋
�
白
川
勇
▽
筑
西
�

鈴
木
聰
▽
宇
都
宮
�
鎌
倉
三
郎
▽

足
利
�
石
原
辨
治
▽
佐
野
�
寺
内

冨
士
夫
▽
高
崎
�
清
水
一
郎
▽
渋

川
�
新
井
晟
久
、
板
倉
和
男
▽
富

岡
�
泉
部
敏
雄
▽
さ
い
た
ま
�
福

島
正
道
、
山
崎
章
▽
川
口
�
金
子

信
男
▽
加
須
�
小
坂
徳
蔵
▽
鴻
巣

�
長
嶋
元
種
▽
千
葉
�
松
戸
敏
雄

▽
松
戸
�
小
沢
暁
民
▽
成
田
�
馬

込
勝
未
▽
佐
倉
�
木
原
義
春
、
望

月
清
義
▽
旭
�
林
一
哉
▽
市
原
�

山
口
勇
▽
印
西
�
板
倉
正
直
▽
静

岡
�
栗
田
知
明
▽
熱
海
�
山
田
治

雄
▽
焼
津
�
岡
田
嘉
哲
▽
名
古
屋

市
�
齋
藤
實
、
渡
辺
義
郎
▽
犬
山

�
熊
澤
宏
信
▽
蒲
郡
�
竹
内
政
住

▽
稲
沢
�
坂
上
国
弘
▽
大
府
�
山

口
�
文
▽
高
浜
�
井
端
清
則
▽
尾

鷲
�
濱
口
文
生
▽
岐
阜
�
山
田
大

▽
八
尾
�
杉
本
春
夫
▽
四

條
畷
�
大
川
泰
生
、
三
村

孝
三
▽
大
阪
狭
山
�
北
村

栄
司
、
松
尾
巧
▽
綾
部
�

堀
口
�
也
▽
宇
治
�
菅
野

多
美
子
、
川
原
一
行
▽
木

津
川
�
森
岡
譲
▽
東
近
江
�
野
田

清
司
▽
神
戸
�
荻
阪
伸
秀
▽
姫
路

�
松
田
貞
夫
▽
明
石
�
石
井
孝
▽

西
宮
�
片
岡
保
夫
▽
豊
岡
�
奥
村

忠
俊
▽
宝
塚
�
北
山
照
昭
▽
川
西

�
大
塚
壽
夫
▽
大
和
郡
山
�
石
田

眞
藏
▽
紀
の
川
�
原
延
治
▽
岡
山

�
花
岡
薫
▽
浅
口
�
大
西
洋
平
、

抽
井
勝
敏
▽
広
島
�
種
清
和
夫
▽

呉
�
中
田
清
和
▽
光
�
土
橋
啓
義

▽
山
陽
小
野
田
�
小
野
泰
▽
阿
波

�
吉
川
精
二
、
稲
岡
正
一
▽
久
留

米
�
川
地
東
洋
男
▽
春
日
�
村
山

正
美
▽
太
宰
府
�
武
藤
哲
志
▽
武

雄
�
黒
岩
幸
生
、
谷
口
攝
久
▽
神

埼
�
原
信
義
▽
長
崎
�
中
田
剛
▽

熊
本
�
嶋
田
幾
雄
▽
中
津
�
井
ノ

口
�
彦
▽
奄
美
�
師
玉
憲
夫
▽
伊

佐
�
植
松
尚
志
郎
▽
姶
良
�
隈
元

康
哉
▽
名
護
�
具
志
堅
徹

▼
議
長

▽
長
浜

北
田
康
隆
（
８
・
１０
）

▽
淡
路

蓮
池
久
志
（
８
・
１０
）

▽
常
陸
大
宮

仲
田
好
一
（
８
・
１１
）

▽
松
阪

田
中

力
（
８
・
１１
）

▽
可
児

可
児
慶
志
（
８
・
１３
）

▽
常
陸
太
田

茅
根

猛
（
８
・
２０
）

▽
知
立

坂
田

修
（
８
・
２６
）

▼
副
議
長

▽
長
浜

西
川

正
（
８
・
１０
）

▽
淡
路

出
雲
容
子
（
８
・
１０
）

▽
常
陸
大
宮

川
上

博
（
８
・
１１
）

▽
松
阪

山
本
登
茂
治
（
８
・
１１
）

▽
可
児

小
村
昌
弘
（
８
・
１３
）

▽
常
陸
太
田

山
口
恒
男
（
８
・
２０
）

▽
知
立

佐
藤

修
（
８
・
２６
）

▼
事
務
局
長

▽
紋
別

佐
藤
輝
雄
（
４
・
１
）

▽
秦
野

谷
口
嘉
信
（
４
・
１
）

▽
日
野

池
田
和
宣
（
８
・
３
）

▽
大
竹

正
木
�
治
（
８
・
２０
）

▽
１０
月
２５
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
国
会
対
策
委
員
会
（
午
後

１
時
半
、
全
国
都
市
会
館
）

▽
１１
月
１
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
正
副
会
長
会
議
（
午
後
３

時
半
、
長
岡
市
）

▽
１１
月
４
日

全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
�
理
事
会
（
午

前
１１
時
、
都
市
セ
ン
タ
ー
会

館
）

▽
１１
月
５
日

広
域
行
政
圏
市
議

会
協
議
会
�
理
事
会
（
午
後
２

時
、
全
国
町
村
会
館
）

▽
１１
月
５
日

市
議
会
議
員
共
済

会
�
理
事
会
（
午
後
３
時
、
全

国
都
市
会
館
）

▽
１１
月
８
日

全
国
高
速
自
動
車

道
市
議
会
協
議
会
�
正
副
会
長

・
監
事
・
相
談
役
会
議
（
午
後

１
時
、
全
国
都
市
会
館
）
理
事

会
（
午
後
２
時
、
同
）

▽
１１
月
１１
日

全
国
公
営
交
通
事

業
都
市
議
長
会
�
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
議
（
午
後
１

時
、
全
国
都
市
会
館
）
理
事
会

（
午
後
２
時
、
同
）

議議
会会
人人
事事

平平成成２２２２年年度度
総総
務務
大大
臣臣
感感
謝謝
状状
受受
賞賞
者者

地
域
医
療
の
あ
り
方
を
模
索

病院協

医医
療療
政政
策策
セセ
ミミ
ナナ
ーー
開開
催催

熱心に耳を傾けるセミナー参加者

第１７７６号 平成２２年１０月２５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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